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－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

★
十
月
期
支
給
の
お
知
ら
せ

　
六
月
分
～
九
月
分
の
児
童
手
当
が

十
月
九
日
頃
み
な
さ
ん
の
指
定
さ
れ

た
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
支
給
対
象
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
五
千
円
（
市
民
税
所
得

割
非
課
税
の
児
童
手
当
受
給
者
は
、

月
額
七
千
円
）
で
す
。

★
児
童
手
当
額
改
定
の
お
知
ら
せ

　
五
十
七
年
度
の
市
民
税
所
得
割
の

有
無
に
よ
り
、
今
年
六
月
～
来
年
五

月
ま
で
の
手
当
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　
所
得
割
課
税
の
方
で
、
支
給
対
象

児
童
一
人
の
場
合
二
万
円
（
月
額
五

千
円
）
非
課
税
の
方
の
場
合
二
万
八

千
円
（
月
額
七
千
円
）
が
十
月
期
に

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

★
特
例
給
付
を
受
給
さ
れ
て
る
方
へ

　
特
例
給
付
は
被
用
者
（
厚
生
年
金

加
入
者
な
ど
）
で
あ
る
期
間
、
支
給

さ
れ
る
制
度
で
す
か
ら
、
被
用
者
で

な
く
な
っ
た
時
は
、
す
ぐ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
の
点
は
市
・
市
民
生
活
課
年

金
係
（
盈
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二

一
九
）
ま
で
。

1
お
済
み
で
し
ょ
う
か
1

　
　
下
水
道
受
益
者
負
担
金

　
五
十
七
年
度
第
二
期
の
納
付
期
限

は
、
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
ご
都
合
で
、
ま
だ
納
付
の
お
済
み

で
な
い
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
、

金
融
機
関
か
市
役
所
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

緑豊かな街づくり一10月は都市緑化月間…

J

　「都市に緑と公園を」をテーマに、

各都市で緑化祭、各種展覧会などの行

事が行われます。

　うるおいのある街、緑豊かな街づく

りをめざして、私達一人ひとりのそし

て地域ぐるみの協力で緑の保全美化に

努めましょう。

D。
D。
。

δ
　》

”
下
水
道
”
供
用
開
始
に
伴
う
説
明
会
開
催

　
来
春
五
月
一
日
に
、
公
共
下
水
道

第
一
期
計
画
区
域
（
市
の
中
心
部
）

が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
各
家
庭
や
事
業
所

で
は
汚
水
を
排
除
す
る
排
水
設
備
等

を
設
置
し
て
、
直
接
公
共
下
水
道
に

流
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
の
種
類
、

十
月
ロ

市
民
と
語
る
日

日
囲

下
条
地
区
公
民
館

　
　
十
月
は
”
移
動
市
民
と
語
る
日
”

　
三
回
目
と
し
て
、
下
条
地
区
公
民
館

　
で
開
催
し
ま
す
。
下
条
地
区
に
お
け

　
る
地
域
課
題
や
日
頃
考
え
て
い
る
こ

　
と
な
ど
を
一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら

　
お
気
軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
時
間
　
午
後
三
時
～
七
時

　　　各種相談へ
〔交通事故相談〕10月4日（月）

〔定例行政相談〕10月21日（木）

〔巡回内職相談〕10月15日囲

　　一一いずれの相談も

時間　午前10時～午後3時

会場　市役所市民相談室

排
水
設
備
工
事
の
手
続
、
経
費
、
融
　
　
に
次
の
と
お
り
説
明
会
を
実
施
し
ま

　
　
ロ

資
制
度
、
下
水
道
使
用
料
な
ど
に
つ
　
　
す
．
時
間
は
い
ず
れ
の
会
場
も
午
後

い
て
、
町
内
ご
と
（
二
十
五
会
場
）
　
　
七
時
～
九
時
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
町
内
別
説
明
会
日
程

期
　
　
日

会
場
名

対
　
象
　
地
　
区

十
月
四
日
㈲

保
健
セ
ン
タ
ー

本
町
一
上
、
本
町
一
下
、
本
町
東
一
、

本
町
西
一

十
月
五
日
閃

川
治
公
民
館

山
本
町
三
、
山
本
町
四
、
山
本
町
五
、

河
内
町

保
健
セ
ン
タ
ー

千
歳
町
、
寿
町
一
、
寿
町
二
∴
二

＋
月
六
日
困

川
治
公
民
館

山
本
町
］
、
山
本
町
二

農
協
福
祉
会
館

西
寺
町
、
諏
訪
町
、
神
明
町

十
月
七
日
困

十
日
町
市
民
会
館

学
校
町
二
、
宮
下
町
西

農
協
福
祉
会
館

本
町
三
、
袋
町
中

十
月
八
日
囲

農
協
福
祉
会
館

高
田
町
一
、
袋
町
東

商
工
福
祉
会
館

駅
通
り
、
西
浦
町
西

十
月
十
二
日
閃

商
工
福
祉
会
館

本
町
四
、
若
宮
町
、
田
中
町
西

十
日
町
市
民
会
館

学
校
町
一
、
宮
下
町
東

十
月
十
三
日
困

農
協
福
祉
会
館

本
町
二
、
関
口
樋
口
町
、
水
野
町

立
正
佼
成
会

稲
荷
町
一
、
稲
荷
町
二

＋
月
＋
四
日
困

商
工
福
祉
会
館

本
町
五
、
西
浦
町
東

立
正
佼
成
会

本
町
六
ノ
ニ
、
稲
荷
町
三
東

＋
月
＋
五
日
囲

智
　
　
泉
　
　
寺

泉
町
、
加
賀
糸
屋
町

四
　
ツ
　
宮
　
荘

本
町
六
ノ
一

＋
月
＋
八
日
側

保
健
セ
ン
タ
ー

栄
町
、
袋
町
西

愛
宕
幼
稚
園

田
中
町
東
、
川
原
町

＋
月
＋
九
日
図

智
　
　
泉
　
　
寺

高
田
町
二
、
昭
和
町
四
、
旭
町

四
　
ッ
　
宮
　
荘

本
町
六
ノ
三

＋
月
二
＋
日
困

智
　
　
泉
　
　
寺

昭
和
町
二
、
昭
和
町
三
、
七
軒
町

四
　
ッ
宮
荘
，
田
中
町
本
通
り

十
月
二
十
一
日
困

保
健
セ
ン
タ
ー

寿
町
四
、
昭
和
町
一

四
　
ッ
　
宮
　
荘

上
川
町

※
該
当
日
に
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
も
よ
り
の
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一『



⊥

鑑

だ
く
流
う
ず
ま
く
十
目
町
橋

地
区
民
総
出
で
じ
や
カ
ゴ
積
み
（
城
之
古
）

如
つ≡

目目
堤防決壊》水沢堤防（220m）小黒沢堤防（240m）
　　　　　　高島堤防（340m）城之古堤防（200m）

　
　
被
害
状
況

◎
信
濃
川
堤
防
決
壊
　
四
ヵ
所

◎
当
間
川
・
入
間
川
堤
防
決
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
八
ヵ
所

◎
国
県
道
関
係
土
砂
崩
れ
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
五
ヵ
所

◎
市
道
関
係
土
砂
崩
れ
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
八
ヵ
所

◎
水
田
の
冠
水
　
十
二
・
五
衿

◎
農
林
道
水
路
の
被
害
　
十
ヵ
所

◎
ス
ポ
ー
ツ
関
係

　
信
濃
川
運
動
公
園
…
野
球
場
C
面

テ
ニ
ス
コ
i
卜
八
面
、
サ
ッ
カ
ー
コ

ー
ト
、
ト
リ
ム
コ
ー
ス
、
フ
ァ
、
・
＼
リ

ー
広
場
冠
水
。
太
田
島
野
球
場
冠
水
。

※
い
ず
れ
も
年
内
使
用
不
能
。

①記流交年少
す
ば
ら
し
い
人
々

青
　
木
内
聡
子
⑰

　
　
　
　
　
（
十
高
二
年
生
）

　
私
は
海
外
旅
行
は
初
め
て
で
し
た

が
、
昨
年
コ
モ
市
の
方
々
と
一
緒
に

行
動
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

不
安
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ラ
ウ
ラ
の
家
に
ず
っ
と
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

た
い
へ
ん
楽
し
み
に
し
て
行
き
ま
し

た
．
ラ
ウ
ラ
は
、
ご
両
親
と
弟
さ
ん

二
人
と
の
五
人
家
族
。
住
ん
で
い
る

所
は
、
皆
さ
ん
の
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル

か
ら
車
で
十
分
く
ら
い
の
所
で
、
四

階
建
て
の
”
小
さ
な
マ
ン
シ
ョ
ン
”

と
で
も
言
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
、

ラ
ゥ
ラ
の
家
は
そ
の
三
階
に
あ
っ
て
、

お
母
さ
ん
が
下
ま
で
迎
え
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
私
が
覚
え
て
行
っ
た
イ

タ
リ
ア
語
で
、
　
「
は
じ
め
ま
し
て
」

と
言
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
、
ど
ん
ど
ん
話
し
か
け
ら
れ
イ
＼

困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
弟
さ
ん
は

十
一
歳
と
六
歳
。
十
一
歳
の
フ
ラ
ビ

オ
の
方
は
、
柔
道
を
習
っ
て
い
る
そ

う
だ
し
、
英
語
も
少
し
で
き
て
、
可

愛
い
い
紳
士
ぶ
り
を
発
揮
し
て
く
れ

ま
し
た
。
小
さ
い
方
の
ジ
ャ
ン
ル
カ

は
、
ま
だ
ま
だ
い
た
ず
ら
っ
子
。
　
一

度
に
二
人
も
弟
が
で
き
た
み
た
い
で
、

う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
す
ぐ
彼
女
の
家
庭
に
と
け
込
め

た
の
は
、
可
愛
い
い
弟
さ
ん
達
の
お

か
げ
だ
ゐ
た
よ
う
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
と
い
っ
て
も
、
あ

ま
り
長
い
時
間
彼
女
の
家
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

い
ろ
い
ろ
と
外
国
の
家
庭
の
様
子
、

育
て
方
な
ど
見
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　
一
番
違
う
と
思
っ
た
点
は
蹴
親
子
潔

の
関
係
で
す
。
兄
弟
が
三
人
で
何
か

や
っ
て
い
て
も
、
い
つ
も
叱
ら
れ
る

の
は
一
番
下
の
ル
カ
で
し
た
、
そ
し

て
叱
り
方
も
ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
た
た
く

の
で
す
。
自
分
で
良
い
悪
い
の
区
別

が
つ
け
ら
れ
る
ま
で
は
少
し
く
ら
い

厳
し
す
ぎ
て
も
し
っ
か
り
教
え
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
“
親
子
”
と
い
う
よ
り
も
“
友

達
・
兄
弟
”
と
い
う
感
じ
を
強
く
受

け
ま
し
た
。
話
を
し
な
が
ら
爪
を
か

ん
で
い
ξ
お
母
さ
ん
を
ラ
ウ
ラ
が
浅

意
し
た
り
、
腕
を
組
ん
で
歩
い
て
み

た
り
。
習
慣
で
す
か
ら
当
然
の
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
が
、
親
子
閣
の
ス
柔

ン
シ
ッ
プ
が
と
て
も
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
ラ
ウ
ラ
と
も
、
昨
年
以
上
に
楽
し

い
お
し
や
べ
り
が
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
本
当
に
一
時
も
離

れ
ず
に
ず
っ
と
一
緒
に
い
ら
れ
ま
し

た
し
、
大
き
な
辞
書
も
あ
り
ま
し
た

の
で
。
と
は
言
っ
て
も
、
や
は
り
書

葉
が
通
じ
な
い
と
い
う
こ
と
は
淋
し

い
こ
と
で
す
。

　
ど
う
し
て
も
、
イ
タ
リ
ア
語
の
勉

強
を
す
る
必
要
が
あ
る
な
と
痛
切
に

感
じ
ま
し
た
。
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象繍

鱗誰灘蕪欝繋
1一ツ施設にも打撃
吻公園（野球場C面、テニスコート、サッカー
、太田島野球場……年内使用不能に

蝋

獺

ポ
轡

　
　
“
一

ス
型

新
幹
線

　
湯
沢
・
浦
佐
駅
の

市
営
駐
車
場
に
つ
い
て

　
十
一
月
十
五
日
の
上
越
新
幹
線
の

開
通
に
あ
わ
せ
て
、
市
で
は
、
湯
沢

駅
と
浦
佐
駅
に
駐
車
場
を
確
保
し
、

現
在
整
備
中
で
す
。

　
開
業
後
の
利
用
方
法
、
場
所
な
ど

に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
十
月
十

日
号
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

訂
正

　
九
月
十
日
付
市
報
七
頁
の
「
や
っ

て
い
ま
す
。
わ
け
れ
ば
資
源
・
ま
ぜ

れ
ば
ゴ
ミ
」
の
記
事
の
中
で
、
関
口

樋
口
町
の
有
志
と
な
っ
て
い
ま
す
が

加
賀
糸
屋
町
有
志
の
間
違
い
で
す
．

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

青少年交流記②

ち　

轟

つ
か
め
た
！

若
者
同
志
の
接
点

許可規制を含む地下水利用適正化条例

　　　　一10月1日から実施一

　市では9月市議会定例会においてr十日町市地下水利用適正化に

関する条例」を制定しました。この条例は近年の地下水位の低下や

井戸の枯渇状況が著しいことから市民生活にとってかけがえのない

有限な資源一“地下水“の保全とその利用適正化を図り、節水思想

の普及に努めるため制定したものです。この条例の施行は10月1日

からですが、その主な内容をお知らせします。

〈対象となる井戸〉　深さが20m以上の井戸です。

〈地域区分〉　規制する地域区分は次のとおり。

地域区分
　、

地　　　　　　　　　　域 規　制

第1種地域

東側は段丘裾より西
西側は信濃川より東
南側は川治川より北
北側は田川より南

の地域 許可規制

第2種地域
翻離麟ま1窒｝の地域で

田川から上大井田川の間及び川治川から羽根
川の間

届出規制

〈許可申請〉　第1種地域　工事に着手しようとする日の90日前ま

でに市長に申請書を提出しなければなりません。（堀り下げ含）

〈許可の基準〉　許可する基準は、新旧井戸の間隔、深度、地下水

位、揚水量等を判断基準にします。

〈許可の条件〉　自噴井には制水設備を設置．

　消雪用井戸には自動降雪感知器をつける．

〈届出〉一第2種地域　工事に着手しようとする14日前までに市長

に届出をしなければなりません。

〈水の管理体制〉　第1・2種地域の井戸所有者はr地下水利用管

理者」を選任し60日以内に報告することになります。

〈罰則〉一5万円以下の罰金①中止及び現状回復命令に応じない

者・許可・変更許可を受けないで井戸を設置した者　②必要事項に

ついての報告の求めに応じない者、立入調査を正当な理由なく拒否

した者③緊急措置命令に応じない者は、それぞれ5万円以下の罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

〉
申
準
等
件
戸
第
な
体
任
5
変
告
緊
す
　
　
　
　
　
　
　
　
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
報
③
ま
置
合
2
日
可
有
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
措
場
第
3
0
許
所
れ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
許
て
者
な
過
る
（
月
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
と
経
い
。
n
出
井
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
く
者
つ
し
金
く
て
す
（
届
　
が
絡

〈経過措置〉　着工中（9月30日現在、堀さく現場ですでに開孔し

ている場合）のものを含め既存の井戸は許可を得たものとみなしま

す・　（第2種地域の既存井戸も届出が必要）既存の井戸は60日以内

（11月30日）までに届出をしてください。

届出・許可申請方法

　井戸所有者には、条例内容、届出用紙をそれぞれ郵送いたします

が、それが届かない井戸所有者は下記に用紙がありますので、ご連
絡ください。

　また、10月1日以後、届出、許可申請等の手続きや詳細等の問い
合わせも下記に。

〒948市内千歳町3－3　十日町市役所総務部総務課企画広報係
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小
海
孝
雄
⑳

　
　
　
　
　
　
　
（
関
芳
織
物
）

　
私
が
コ
モ
市
で
ま
ず
感
動
し
た
の

は
、
や
は
り
日
本
と
は
比
べ
よ
う
も

な
い
歴
史
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
町

鍾
で
す
。
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
う

ま
く
醇
並
に
調
和
し
て
い
る
自
然
の

緑
や
、
両
脇
の
建
物
の
窓
や
テ
ラ
ス

に
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
置
か
れ

で
い
る
鉢
植
え
の
花
。
そ
ん
な
な
ん

で
も
な
い
心
使
い
が
胸
を
う
ぢ
、
お

も
わ
ず
溜
恩
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
我
々
は
コ
モ
市
で
一
番
大
規
模
な

王
場
癒
あ
る
η
ラ
ッ
テ
ィ
染
色
工
場
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ
の
工
場
で

は
、
原
料
の
繭
は
中
国
か
ら
、
服
地

の
デ
ザ
イ
ン
は
市
内
の
デ
ザ
イ
レ
会

社
か
ら
購
入
し
、
製
晶
の
内
容
は
ネ

タ
タ
イ
、
ス
カ
ー
フ
、
洋
服
の
生
地
、

カ
ー
テ
ン
の
四
種
類
で
そ
の
中
の
約

二
〇
％
が
絹
製
晶
で
あ
る
と
い
う
説

朋
髪
受
け
た
後
、
工
場
内
部
の
見
学

に
移
砂
叢
し
た
が
、
ま
ず
最
初
に
感

犠
だ
こ
と
は
工
場
内
の
染
色
機
械
が

ほ
ぽ
理
想
的
な
形
で
配
置
さ
π
て
い

る
縫
と
で
し
た
．
た
と
え
ば
浸
染
の

次
は
プ
観
ン
ト
、
プ
騨
ン
ト
の
次
は

訪
染
な
ど
ど
次
の
行
程
に
す
ぐ
に
移

れ
る
よ
う
に
な
っ
饗
お
η
、
作
業
上

で
の
質
ス
を
極
力
抑
え
、
ス
ム
ー
ズ

に
作
業
が
進
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
に
は
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

設
備
の
面
に
お
い
て
も
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
化
が
進
ん
で
お
り
プ
リ
ン
ト

の
技
術
一
つ
を
取
っ
て
み
て
も
、
極

力
人
間
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
ぬ
よ
う

で
き
て
お
り
目
本
の
絹
織
物
の
作
業

の
行
程
を
見
慣
れ
て
い
る
私
に
と
っ

て
少
々
異
様
に
見
え
ま
し
た
．

　
今
回
の
使
節
団
の
最
大
の
メ
イ
ン

で
あ
る
若
者
と
の
交
流
は
、
コ
モ
市

内
に
あ
る
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
の
交
流

と
、
最
終
目
の
晩
餐
会
の
二
回
で
し

た
。
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
の
交
歓
会
で

は
、
ど
ち
ら
も
初
対
面
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
あ
ま
り
多
く
話
を
交
わ
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

話
し
合
い
の
中
で
特
に
感
じ
た
こ
と

は
、
イ
タ
リ
ア
人
の
若
者
は
日
本
の

こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
二
十
八
日
夜
の
晩
さ
ん
会
は
、
コ

モ
市
で
の
最
後
の
夜
に
ふ
さ
わ
し
く

す
ば
ら
し
い
晩
さ
ん
会
で
し
た
。
約

二
十
人
の
若
者
達
が
集
ま
っ
て
く
れ

た
の
で
す
が
、
み
ん
な
気
さ
く
な
若

者
ば
か
り
で
、
気
軽
に
話
し
か
け
て

く
れ
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で

き
、
我
々
六
人
が
一
番
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
た
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
昔
の
仲
間
の

よ
う
に
肩
を
抱
き
合
い
デ
ィ
ス
コ
を

お
ど
っ
た
り
の
最
高
の
夜
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
十
日
町
市
に
も
コ
モ
市

に
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
悩
み
、
笑

い
、
生
き
て
い
る
若
者
が
い
る
ん
だ

っ
て
こ
と
を
分
か
り
あ
う
事
が
、
｝

番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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天
蚕
（
テ
ン
サ
ン
）

　
　
　
飼
育
希
望
者
募
集

　
市
で
は
、
今
年
か
ら
、
高
級
絹
糸

と
し
て
希
小
価
値
の
極
め
て
高
い
天

蚕
糸
を
使
っ
た
絹
織
物
を
新
た
に
創

造
し
、
農
工
一
体
と
な
っ
た
振
興
を

図
ろ
う
と
天
蚕
の
飼
育
試
験
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
極
め
て
好
成
績
を
お

さ
め
、
市
内
で
の
飼
育
に
も
あ
る
程

お
め
で
と
う
満 度

の
自
信
を
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
来
年
度
は
、
約
一

万
頭
の
飼
育
を
計
画
中
で
す
．

　
二
斤
当
り
一
千
頭
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
飼
料
と
な
る
葉
は
、
ナ
ラ

の
生
葉
で
箱
飼
と
し
、
二
日
に
一
回

く
ら
い
山
野
か
ら
採
取
し
与
え
る
と

い
う
方
法
を
と
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
天
蚕
飼
育
に
興
味
を
お
持
ち

の
人
で
、
飼
育
を
希
望
す
る
人
は
市

農
林
課
農
業
振
興
係
（
B
七
－
三
一

二
番
内
線
二
六
三
）
へ
。

　
　
百
歳

　
関
　
ロ
　
富
　
作
さ
ん

　
市
内
貝
の
川
の
関
口
富
作
さ
ん
が

十
一
月
十
九
日
で
満
百
歳
を
迎
え
ま

す
。
　
関
口
さ
ん
の
生
ま
れ
は
、
明
治
十

五
年
。
十
三
歳
の
時
に
大
工
に
弟
子

入
り
し
、
以
来
こ
の
道
九
十
年
の
大

ベ
テ
ラ
ン
。
最
近
ま
で
鍬
の
柄
を
入

れ
た
り
、
梯
子
を
作
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
今
ま
で
も
マ
サ
カ
リ
を
振

る
っ
て
の
〃
ま
き
わ
り
”
が
日
課
で

す
。
十
三
目
に
は
、
諸
里
市
長
、
県

の
加
藤
副
参
事
、
親
せ
き
の
皆
さ
ん

が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
て
長
寿
を
祝

い
ま
し
た
。

鰻
灘
灘
鐵
雛
欝

緩
灘
襲
雛
灘
灘
綴
韮
灘
懲
”

　
共
同
募
金
会
で
は
、
次
の
と
お
り

「
な
つ
メ
ロ
歌
謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
、
各
団
体
の
奉
仕
者
等
の
ご

協
力
に
よ
り
前
売
券
を
発
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
一
日
午
後
二
時
か
ら

と
午
後
六
時
半
か
ら
の
二
回
興
業
。

場
所
　
市
民
体
育
館

出
演
者
　
な
つ
メ
・
愛
好
会

　
四
ツ
宮
荘
の

　
　
　
休
日
が
変
更
に

　
老
人
い
ご
い
の
家
「
四
ツ
宮
荘
」

の
休
日
が
変
更
に
な
り
、
祝
日
が
新

た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
四
ツ
宮
荘
の
休
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
一
、
毎
週
月
曜
日
、
二
、
国
民
の

祝
日
、
三
、
年
末
年
始
（
十
二
月
二

十
九
日
か
ら
一
月
三
日
）

　
　
訂
　
正

　
九
月
十
日
付
、
市
報
六
面
の
長
寿

者
番
付
を
次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
訂
正

宮
沢
キ
ヤ
（
梅
沢
）
　
93
歳

　
↓
宮
内
キ
ヤ
（
梅
沢
）
　
93
歳

高
橋
ユ
子
（
中
条
島
）
　
91
歳

　
↓
高
橋
ユ
子
（
宮
下
東
）
　
91
歳

高
橋
峯
平
（
本
町
一
）
　
90
歳

　
↓
高
橋
峯
平
（
本
町
一
）
91
歳

水
落
伊
三
郎
（
中
条
菅
沼
）
　
90
歳

　
↓
水
落
夘
三
郎
（
中
条
菅
沼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
90
歳

　
追
加

小
林
ト
ラ
（
中
条
島
）
　
91
歳

宮
沢
ト
ラ
（
伊
達
一
）
　
91
歳

貝
ノ
川

　台風18号の被害に£り国道117号線清津橋

が通行止めになっています。う廻路は、国道

253号線と353号線になりますが、宮中～鹿渡

間は時間を決めた一方通行になっています。

宮中→鹿渡
　2：00～　2二30

　4：00～　4：30

　6：00～　6二30
　8二〇〇～　　8二30

10：00～　10：30

12二〇〇～12：30

14二〇〇～14：30

16：00～16二30
18：00～　18二30

20二〇〇～20：30

22：00～22：30
24：00～24：30

鹿渡→宮中
　1　：00～　　1　二30

　3二〇〇～　　3二30

5二〇〇～　5二30

　7二〇〇～　7二30

　9：00～　9：30
11　：00～　11　二30

13：00～　13二30

15二〇〇～15：30

17：00～17二30
19二〇〇～19二30

21：00～21：30
23：00～23二30

2t車を越える場合は国道253、国道353号線松代、

松之山経由にしてください。

羽
根
川
荘
は
十
月
三
十
一
日
㈲
、
六
箇
地
区
文
化
祭
の
た
め
休
館
で
す
。

　
③

　
　
記

　
　
流

　
　
交

　
　
年
暴
国
の
姉
ヨ
モ
布
」

　
　
少
　
　
青
中
村
い
ず
喬

　
　
　
　
　
　
A
中
村
税
理
士
事
務
所
）

　
噛
ピ
ア
チ
滋
ー
レ
。
ソ
ー
ノ
モ
ル

ト
デ
ィ
エ
董
タ
ヂ
ギ
コ
ノ
ッ
シ
ェ
ル

ラ
協
　
（
初
め
ま
し
て
。
お
会
い
で
き

で
た
い
へ
ん
う
れ
し
ゅ
う
．
こ
ざ
い
ま

す
）
の
書
葉
で
派
遣
団
の
使
命
が
始

ま
っ
た
。
灘
モ
市
で
は
、
英
語
が
ほ

と
ん
ど
通
越
な
い
。
そ
こ
で
毎
臼
、

次
の
場
面
で
使
い
そ
う
嶽
文
章
を
覚

え
る
の
で
あ
る
。
書
葉
が
異
国
で
通

毬
る
と
う
れ
し
く
て
思
わ
ず
に
ん
ま

の
す
る
，
初
め
て
イ
タ
リ
ア
貨
幣
で

買
物
。
笥
雛
く
ら
で
す
か
？
幅
と
聞
く

と
マ
ム
※
！
」
と
書
う
の
で
あ
る

が
、
数
字
は
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
。

「
書
い
て
く
だ
さ
呂
と
お
願
い
す

る
と
紙
に
書
い
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
コ
モ
湖
が
美
し
い
。
朝
の
す
が
す

が
し
い
コ
モ
湖
。
昼
の
明
る
い
コ
モ

湖
。
そ
し
て
夕
暮
れ
時
の
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
タ
な
諏
モ
湖
．
ベ
ン
チ
で
ヂ
ー

誤
を
す
る
恋
人
達
に
思
わ
ず
η
お
幸

わ
懸
に
！
」
と
声
を
か
け
た
く
な
る

程
だ
．

　
オ
フ
ィ
ス
街
は
バ
カ
ン
ス
時
期
で

残
念
な
が
ら
私
の
希
望
す
る
税
務
関

係
の
場
所
は
、
『
商
韮
会
議
勝
と
、
・
、
ラ

ノ
の
税
務
署
し
か
な
か
っ
た
。
市
役

所
の
税
務
課
の
人
に
も
少
し
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
．
か
な
り
日
本

の
税
法
制
度
と
は
相
違
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
複
式
簿
記
の
形
態
も
目
本
の

方
が
発
達
し
て
い
る
よ
う
だ
。
家
具

に
は
必
ず
十
五
％
の
闘
税
が
か
か
っ

て
い
る
ら
し
い
。
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ぎ

は
店
の
払
剛
に
テ
ー
ブ
ル
や
い
す
を
出

す
と
税
金
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
ら
し
い
。
家
に
門
を
つ
け
る
と
門

税
と
い
う
も
の
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
犬
を
飼
う
と
こ
れ
も
税
対

象
ら
し
い
。
パ
ン
や
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

に
も
か
か
っ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、

全
く
ど
こ
の
国
で
も
罰
税
金
睡
と
い

う
の
は
悩
み
の
種
の
よ
う
だ
。
　
の

　
イ
タ
》
ア
の
少
女
達
は
毯
溺
自
く

て
細
く
て
美
し
い
。
そ
の
上
か
嶽
り

の
グ
ラ
マ
ー
な
子
“
も
い
て
全
く
幽
難
磁

嫌
悪
に
お
ち
入
η
そ
う
だ
っ
た
。
中

年
の
方
が
か
な
珍
体
格
が
よ
く
襟
る

の
は
、
や
は
り
食
事
の
耀
い
だ
ろ
う
．

イ
タ
》
ア
人
は
本
当
に
よ
く
食
．
瓶
る
。

オ
ー
ド
ブ
ル
、
ス
パ
ゲ
繋
テ
羅
一
盤
、

メ
イ
ン
デ
ッ
シ
ュ
と
し
薫
厚
い
魚
、

そ
し
て
デ
ザ
ー
ト
の
ア
イ
ス
タ
サ
ー

ム
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
と
い
う
濃
く
て

甘
い
コ
ー
ヒ
ー
。
そ
の
上
ビ
ー
ル
か

ワ
イ
ン
が
必
ず
つ
く
の
で
あ
葛
。
私

は
イ
タ
リ
ア
人
の
三
分
の
｝
く
ら
い

し
か
食
べ
ら
れ
嶽
か
っ
だ
。

　
コ
モ
市
に
興
味
を
持
っ
で
い
る
人

は
ぜ
ひ
臼
分
欝
身
で
コ
モ
市
の
土
を

踏
ん
で
ほ
し
い
。
自
分
の
心
の
鼠
懸

我
が
異
国
の
姉
ヨ
モ
市
」
に
嵐
会

っ
て
ほ
し
い
。
私
の
中
で
確
実
に
変

わ
っ
た
何
か
の
中
で
、
一
つ
は
っ
き

り
と
言
え
る
こ
と
が
あ
る
、
『
私
は
と

て
も
十
β
町
市
を
愛
し
て
い
る
事
に

気
づ
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
お
る
。
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職

員
　
募
　
集

ー
地
場
産
業
振
興
セ
ジ
タ
ー
ー

　
建
設
中
の
財
団
法
人
「
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
（
ク
・
ス
ー
〇
十
目
町
）
」

で
は
、
来
春
、
四
月
採
用
の
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
職
種
と
人
員

〇
一
般
事
務
及
び
施
設
担
当
職
員
…

　
男
子
三
名
・
女
子
一
名

　
※
経
理
、
庶
務
、
施
設
機
器
の
保

守
管
理
な
ど
の
業
務
に
従
事

○
事
業
担
当
職
員
…
男
子
二
名
、
女

　
子
臨
時
雇
員
三
名

　
※
商
品
開
発
、
研
修
事
業
、
販
売

促
進
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
業
務

に
従
事

受
験
資
格
　
市
内
及
び
中
・
南
魚
沼

郡
、
松
代
、
松
之
山
町
に
住
所
の
あ

る
人
（
学
生
、
生
徒
は
出
身
者
）

〇
一
般
事
務
職
員
…
高
卒
以
上
（
卒

業
見
込
を
含
む
）
で
、
昭
和
二
十
二

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

（
簿
記
検
定
三
級
以
上
か
同
等
の
資

格
を
持
つ
人
を
希
望
）

o
施
設
担
当
職
員
…
高
卒
以
上
（
見

込
を
含
む
）
で
、
昭
和
十
二
年
四
月

二
目
以
降
に
生
ま
れ
た
人
．
　
（
大
型

自
動
車
免
許
、
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
危

険
物
取
扱
責
任
者
丙
種
、
自
家
用
工

作
物
主
任
技
術
者
、
防
火
管
理
者
な

ど
の
資
格
を
持
つ
人
を
望
ん
で
い
ま

す
）o
事
業
担
当
職
員
…
高
卒
以
上
（
見

込
を
含
む
）
で
昭
和
二
十
二
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

給
与
な
ど
　
o
給
与
は
規
定
に
よ
り

ま
す
．
休
日
は
交
替
制
で
日
曜
、
祭

日
は
休
み
に
な
り
ま
せ
ん
。

試
験
期
日
　
一
次
試
験
…
十
月
二
十

三
日
（
土
）
　
二
次
…
十
一
月
下
旬

申
し
込
み
受
付
　
九
月
二
十
五
日
か

ら
十
月
十
五
日
（
消
印
有
効
）
の
間

に
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
！
事
務
局

（
市
役
所
内
　
盈
七
－
三
二
一
番

内
線
二
八
二
）
か
職
業
安
定
所
へ
、

申
し
込
み
書
類
も
同
所
に
あ
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
紙
芝
居

　
　
　
　
　
を
貸
出
し

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
　
「
子

ど
も
と
障
害
者
の
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
　
“
ふ
れ

あ
い
紙
芝
居
”
の
貸
出
し
を
し
て
い

ま
す
．
子
ど
も
と
障
害
者
の
ふ
れ
あ

い
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
交
通
安
全
を
内

容
と
し
た
も
の
で
わ
か
り
や
す
く
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

紙
芝
居
の
題
名
　
●
お
ひ
め
さ
ま
が

　
砂
！
－
多
／
／
／
／
！
／
－
多
／
／
／
／
／
／
／
－
／
／
！
－
／
－
／
！
／
1
／
多
／
／
／
／
／
－
！
－
／
多
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
彦

　
鼎
て
募
号

　
㎜
い
員
日

　
　
　
　
　
　
職
1
0

　
…
っ
市
月
。

　
…
　
に
　
の
ー
o
す

…
集
襯
は
は

　
…
募
月
て
せ

…
員
創
卯
鰯

　
…
職
来
に
お

　
㎜
市
　
　
集
で

　
砂
／
／
／
／
！
／
／
／
1
1
／
／
！
／
－
！
／
！
〆
／
／
／
〆
－
／
1
／
！
－
／
－
／
！
－
1
〆
－
！
－
／
／
〆
－
／
－
！
／
／
／
／
／
〆
〆
－
／
！
／
／
／
〆
－
多

わ
ら
っ
た
●
虹
の
木
の
ひ
み
つ
　
●

み
ん
な
と
と
も
だ
ち
だ

貸
出
の
対
象
　
小
学
校
低
学
年
、
保

育
所
、
幼
稚
園
、
町
内
会
、
子
供
会

な
ど
、
　
※
在
宅
の
心
身
障
害
児
を

の
ぞ
き
、
学
校
施
設
、
団
体
単
位
で

貸
出
し
ま
す
。

申
し
込
み
先
　
市
社
会
福
祉
事
務
所

援
護
係
（
獄
七
－
三
一
一
一
番
内
線

二
一
四
）
へ
。

地
域
集
会
施
設
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
来
年
度
申
請
分
受
付
中

　
地
域
集
会
施
設
助
成
制
度
は
、
地

域
の
集
会
施
設
の
建
設
費
に
市
が
単

独
で
助
成
（
補
助
・
融
資
）
を
し
て

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
が
、

次
の
要
項
で
来
年
度
の
申
し
込
み
受

け
つ
け
を
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限
　
十
月
三
十
日
（
土
）

交
付
対
象
事
業
　
集
会
施
設
の
新
築
、

新
築
に
準
ず
る
改
築
、
購
入

交
付
額
の
基
準

①
補
助
率
…
補
助
事
業
費
の
百
分
の

三
十
五

②
補
助
事
業
費
の
最
高
限
度
額

⑦
四
十
戸
未
満
－
二
千
万
円

⑭
四
十
戸
以
上
百
戸
未
満
…
千
二
百

万
円
　
◎
百
戸
以
上
…
千
三
百
万
円

③
補
助
対
象
建
築
単
価
、
一
平
方
材

当
た
り
八
万
円
以
内

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
　
詳
細
は
、

総
務
課
企
画
広
報
係
（
盈
七
－
三
一

二
番
内
線
二
三
六
）
へ
。

　
※
補
助
制
度
の
ほ
か
に
融
資
制
度

も
あ
り
ま
す
。

市
単
土
地
改
良
事
業
等
の
申
請
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
婦
A

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
九
死
に
一
生
を
得
た
　
　
（
45
歳
）

お
カ
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お

か
げ
さ
ま
で
二
週
間
程
度
の
入
院
で

済
み
ま
し
た
。
事
故
車
を
ご
覧
に
な

ら
れ
た
方
々
か
ら
「
よ
く
こ
れ
だ
け

の
ヶ
ガ
で
す
み
ま
し
た
ね
」
と
半
ば

首
を
ひ
ね
り
な
が
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
私
は
、
五
年
位

前
か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
習
慣

が
つ
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
事
故

当
日
も
無
意
識
の
う
ち
に
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
正
直
の

　
こ
の
度
は
、
私
の
不
注
意
に
よ
る

事
故
で
、
大
勢
の
方
々
に
ご
迷
惑
を

　
、

所
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
力
を
そ
れ

ほ
ど
信
じ
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
今
回
、
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
な
か
っ
た
ら
、
間
違
い
な
く
惨

事
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
原
稿
依
頼
も
、
何
度
も
お
断

一Aさんの事故車一

シートベルトをしていたため

2週間の入院ですんだ

り
し
た
の
で
す
が
、
私
の
体
験
を
、

　
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
生
か
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
、
ペ
ン
を
取

り
ま
し
た
。

　
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
一
週

間
だ
け
我
慢
し
て
、
常
に
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
け
て
み
て
く
だ
さ
い
．
き

っ
と
習
慣
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

幾
．
拳
蒙
藝
華
藝
藝
華
ミ
、
警
華
彗
奪
§
馨
§
華
馨
華
彗
彗
撃
馨
撃
奪
彗
§
奪
§
§

㎜
　
時
速
六
至
キ
瞬
で
走
る
自
動
車
が
心

櫛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

㎜
固
定
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
十
四
メ
ー
ト
㈱

伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

㎜
ル
（
四
階
の
ビ
ル
の
屋
韮
）
の
高
さ
㈱

櫛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

㎜
か
嚇
落
ち
た
時
ど
同
に
衝
撃
を
受
け
榊

櫛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

襲
奮
．
，
シ
；
器
．
簿
撫
ぽ
ド
ラ
イ
バ
㈱

櫛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

欄
ー
の
命
綱
で
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

毅
警
華
藝
蒙
暴
馨
婁
馨
華
嚢
華
華
蓉
§
華
§
華
ミ
藝
奪
§
奪
馨
華
§
肇
蒙
瓢

　
市
農
林
課
耕
地
林
務
係
（
盈
七
i

三
一
二
番
内
線
二
六
五
）
で
は
、

来
年
度
の
市
単
土
地
改
良
事
業
、
市

単
土
地
基
盤
整
備
事
業
、
畑
作
振
興

計
画
の
土
地
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
農
事
連
絡
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ

て
申
請
書
提
出
の
案
内
を
し
ま
し
た
。

　
提
出
期
限
は
十
月
二
十
日
（
水
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

期
限
を
厳
守
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
県
単
、

団
体
営
の
採
択
と
重
複
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
若
干
採
択
の
条
件
が
変

っ
て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

転
作
大
豆
多
収
穫
共
励
会
実
施

　
市
農
協
で
は
、
転
作
大
豆
作
の
優

良
事
業
の
発
掘
紹
介
を
通
じ
て
、
良

質
大
豆
の
生
産
技
術
の
向
上
と
栽
培

意
欲
の
啓
発
の
た
め
、
転
作
大
豆
作

農
家
を
対
象
に
「
十
日
町
市
転
作
大

豆
多
収
穫
共
励
会
」
を
実
施
し
ま
す

ρ
で
多
勢
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
実
施
方
法

対
象
部
門
　
個
人
及
び
集
団
の
部

参
加
資
格
　
H
個
人
の
部
…
出
品
大

豆
作
作
付
面
積
が
十
誓
以
上
の
農
家

口
集
団
の
部
…
出
品
大
豆
作
作
付
面

積
が
一
診
以
上
の
生
産
集
団

参
加
申
し
込
み
　
共
励
会
に
参
加
を

希
望
す
る
人
は
、
十
月
五
日
ま
で
に

十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
営
農
課

（
E
七
－
一
五
七
一
番
）
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

表
彰
　
個
人
の
部
…
最
優
秀
賞
（
｝

点
）
、
優
秀
賞
（
二
点
）

集
団
の
部
…
最
優
秀
賞
（
一
点
）

　
農
協
祭
の
席
で
表
彰
し
ま
す
。

¶
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国民健康保険の問い合わせは
　市・保健衛生課国保係（B7－3111番内線210）へ

人
間
ド
ッ
ク
に
九
十
八
名
受
診

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
加
入

の
四
十
五
歳
の
人
を
対
象
に
、
総
合

健
康
診
断
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
第

一
回
目
は
七
月
六
目
～
十
四
日
に
か

け
て
行
わ
れ
、
九
十
八
名
（
男
五
十

五
名
、
女
四
十
三
名
）
が
受
診
し
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
　
「
異
常
な
し
」
三
十

五
名
、
　
「
要
精
検
・
要
再
検
」
二
十

八
名
、
　
「
軽
度
の
異
常
（
日
常
生
活

で
注
意
が
必
要
な
人
）
」
三
十
五
名

で
、
男
性
で
は
血
糖
値
の
高
い
人
、

高
血
圧
の
人
、
肝
機
能
に
異
常
の
み

ら
れ
る
人
、
肥
満
が
多
く
み
ら
れ
、

女
性
で
は
貧
血
、
肥
満
が
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
．
ま
た
、
胃
部
X
線
で
、

　
　
舞

垂
ー
叢
灘
概
懸
蓑

　、謙鰐
繊

精
密
検
査
の
必
要
な
人
が
十
名
も
み

ら
れ
ま
し
た
。

　
成
人
病
は
、
中
年
を
過
ぎ
る
と
急

増
し
、
し
か
も
“
働
き
ざ
か
り
”
の

一
家
の
柱
と
も
い
う
べ
き
人
を
襲
い

ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
予
防
を
心

が
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

年
に
一
回
は
健
康
診
断
を
受
け
、
い

つ
も
健
康
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
病
気
の
早
期
発
見
に
努

め
た
い
も
の
で
す
。

十
一
月
に
二
回
目
を
実
施

　
今
年
度
二
回
目
の
人
間
ド
ッ
ク
を

十
一
月
に
実
施
し
ま
す
。
該
当
者
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
成
人
病

の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
　
ω
昭
和
十
二
年
四
月
二
日

～
昭
和
十
三
年
四
月
一
日
の
間
に
生

ま
れ
た
人
　
回
十
日
町
市
の
国
保
の

保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
一
年

以
上
経
過
し
た
人
　
⑱
国
民
健
康
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

人間ドック検診結果　　（1回目）
男 女 計

貧　　　　　　　　　血 0 7 7
高血糖　・糖尿病 8 2 10
肥　　　　　　　　　満 7 7 14

　　　　　　　一局脂　　狂局コレステロール　征 5 5 10
高　　　　血　　　　圧 7 1 8
肝機能障害γ一GTP高値 9 0 9
胃　　部　　　X　　線 6 4 10
尿　　　　蛋　　　　白 2 1 3
心電図異常狭心症の疑い 2 2 4
そ　　　　の　　　　他 9 4 13

申
請
期
間
　
九
月
二
十
日
～
三
十
日

実
施
予
定
時
期
　
十
一
月
上
旬

検
診
費
用
と
自
己
負
担
額
　
男
…
二

万
五
千
円
（
自
己
負
担
額
七
千
五
百

円
）
女
…
二
万
七
千
円
（
自
己
負
担

額
八
千
百
円
）

実
施
医
療
機
関
　
㈱
新
潟
県
健
康
管

理
協
会
（
新
潟
市
西
大
畑
町
）

個
人
通
知
　
該
当
者
に
は
通
知
と
申

請
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
希
望
者

は
期
間
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
六
月
中
に

お
医
者
さ
ん
で
受
診
さ
れ
た
際
の
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
、
健
康
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
ご
理

解
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。囹
国
保
は
相
互
扶
助
の
制
度
で
す

　
国
保
は
、
み
な
さ
ん
が
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
治
療

を
受
け
る
た
め
の
“
み
ん
な
で
助
け

あ
う
”
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

囹
医
療
費
は
こ
の
よ
う
に
負
担
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
で
診
療
を
受
け
る
と
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
三
割
を
自
己
負

担
分
と
し
て
窓
口
で
支
払
い
ま
す
が
、

残
り
の
七
割
は
み
な
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
料
と
国
の
補
助
金

等
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
保
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
、

保
険
料
は
決
め
ら
れ
た
納
期
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

含
鶴
，
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

囹
健
康
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
大
切
な
保
険
料
を
有
効
に
使
う
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
健

康
管
理
に
十
分
心
が
け
、
健
康
で
明

る
い
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
医
療
費
の
額
の
お
知
ら
せ

は
、
九
月
末
頃
、
該
当
家
庭
に
郵
送

し
ま
す
。

高
額
療
養

自
己
負
担
額
の
引
き
あ
げ

　
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
の
限
度

額
が
九
月
一
日
か
ら
引
き
上
げ
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
私
た
ち
が
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の
自
己
負

担
分
と
し
て
一
人
・
一
ヵ
月
（
一
っ

の
病
院
、
診
療
所
に
）
三
万
九
千
円

以
上
を
支
払
っ
た
場
合
、
三
万
九
千

円
を
超
え
た
分
は
全
額
、
国
民
健
康

保
険
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
九
月
一
日
か
ら
、
こ
の
自
己
負
担

分
の
限
度
額
が
四
万
五
千
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま

で
医
療
費
の
自
己
負
担
は
、
最
高
一

ヵ
月
三
万
九
千
円
で
す
ん
で
い
た
も

の
が
、
こ
れ
か
ら
は
四
万
五
千
円
に

な
る
わ
け
で
す
。

　
た
だ
し
、
低
所
得
者
（
市
民
税
非

課
税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
三
万
九
千

円
に
す
え
置
か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
一
月
か
ら
は
五
万
一

千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費

　
自
己
負
担
額
計
算
の
基
準

　
自
己
負
担
分
一
人
一
ヵ
月
一
つ
の

病
院
・
診
療
所
に
つ
い
て
四
万
五
千

円
と
い
う
計
算
は
、
次
の
よ
う
な
基

準
に
な
り
ま
す
。

●
暦
月
ご
と
に
計
算
。
月
の
一
日
か

ら
月
末
ま
で
の
受
診
に
つ
い
て
一
力

月
と
し
て
計
算

●
病
院
・
診
療
所
ご
と
に
計
算

●
歯
科
は
別
。
同
一
病
院
で
も
内
科

な
ど
の
科
と
歯
科
は
別
の
病
院
ま
た

は
診
療
所
と
し
て
扱
い
ま
す
。

●
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
そ
れ
ぞ

れ
別
の
病
院
ま
た
は
診
療
所
と
し
て

扱
い
ま
す
。

●
入
院
と
通
院
．
一
つ
の
病
院
・
診

療
所
で
も
、
入
院
と
通
院
は
別
に
扱

い
、
合
算
し
ま
せ
ん
。

●
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
、

入
院
し
た
と
き
の
差
額
ベ
ッ
ト
代
や

基
準
看
護
の
病
院
に
入
院
し
た
と
き

の
付
添
い
看
護
料
な
ど
は
自
己
負
担

分
の
中
に
入
り
ま
せ
ん
。
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お無癒穆の簾康老

鞭麟纏織羅繍

翻．α

老
人
保
健
法

成
立

　
　
　
　
辱
ー
蓬
擦
叢
轍
部

　
　
　
　
　
　
纈
建
叢
糧
来

　
　
　
　
　
　
華
議
潟
が
鄭

　灘欝離遷欝難粘裡会の到来に轍応し．国民みんなが健康

灘蒸安禰機撚灘後の生濡を送ることができるよう、総合的

穣繰鍵幾叢懸携進ず為蓬とを目的縫し躍薮老人保健淘が

蓬璽ぽ馨戯鐡鐵ました。こ麹にまっで、来年の2月1賃か

鍵鱒麟叢縷継鵬揚合は｛萢歳以勢のお年寄妙の医
撫護載縦灘撫鰯度のもとに運営されることにな嫌し
だφ

　灘灘磁お欝寄ηは国昆健康保険等の保険に加入し、，そ
禰灘簾翻灘緯匿療を受けていましたが、今後は国民健康保

険讐溝犠蟄饗難され、老人保健法によって医療を受けるこ

とにな勢蓑ず。

　老人保健法とは

　撚奮我溺国懸は、急速羅お集寄璽の数藻増艶でお鱒．将

来猿繊葬無癒叢も進んだ蕎齢化縫会になると撚わ燕て験蓑
すφ

　お年寄璽は病気雄かか璽やすく、老火医療費磁蝶総額

懸2兆5華億鰐蒼趨え、国毘匿療費の約鎗％健達彰、国難
健康保険の運営匿も深刻な影響を与えてい叢ず。その病気

の多くは．擾盤化むやす齢穂環器系の病気懇、予防鱒ぶ
だんの健康管理が最も大切です。

1．老人保健法は、国民みんな撚健康嶽老後髪お《る羅老

都できるよう。70歳以上のお年寄塀こ対奮蕎匿療勲ぽか、

菊歳以圭の人龍対象にして、1玉1健康手鰻の交紺　鱒健康教

育　（31健康禰談　㈱健康診登　㈱機能訓練㈲訪閾携導嶽．

どの保鍵事業を磁職村が中心健嶽っで実施し畿藩とずる鵡

の驚す。

2．お鶴寄璽の鷹療にっい憲は、各種保険翻獲溺一定割合

の拠鐡金懇分挺縷、繁平に負撞し護ず。

2．老人鶴療費の無料糊度藻廃距に餐鱒受診の際に次の
一・部灘撞金が必嚢にな璽護す。

　働外薬診療の揚奮・・縫つの匿療機関に壌撚鷲蓬籍月4⑧◎

馬《その潟の叢籾の診療臼に支払勃

鋤入院の揚葎畷臼300周縦だし2灘月叢禰

国民健康保険料率決まる

　このほど・昭和57年度分の国民健康保険料

率が次のように決定しました。

　　　●所得割4．2％　●資産割51％

　　　●被保険者均等割　　12，220円

　　　●世帯別平均割　　　16，390円
　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　この保険料の総額は、7億1340万5千円（被

保険者1人当たり32，950円）で昨年比12．77％

増となりました。

保険料のしくみ
◎保険料は納期内に納めましょう

　国や県からの補助金とあわせて、

国保の最も重要な財源となるのが、

みなさんから納めていただく保険
料なのです。

　これを納めていただかないと、

国保の運営は根底から崩れてしま

国・補助．ξ3亘舞

夢
象
療
＠＠
医
唇

　　　　　　　　　　　　　　　…騨蔭織縞鯵驚縣灘懸、

います。納付書が届いたら、必ず納期内に納めていただくようお願

いいたします。

◎保険料の計算

　保険料はみなさんの所得、固定資産税をもとに計算される応能割

と、被保険者世帯をもとに算出される応益割の合計からなっていま

す。こ、れを図示すると次のとおりです

按分基準額×揚＋嘩資産税額×論＋
　　　　　一応能割
　　　　12，220円×被保険者数＋16，390円×1世帯＝年間保険料

　　　　　　　　　　応益割
　ただし・年間保険料の最高限度額は27万円で、これを賦課限度額
といいます。

◎年度の途中で加入した保険料

　①保険料は加入資格が発生した月分から納めることになります。

たとえば1月に会社を辞めたり、転入したりして国保の加入資格が

発生し、4月に届け出をしたとしても、保険料は1月分から納めな
ければなりません。

　②転入した場合の保険料はあとで増額になることがあります。転

入した当初は、とりあえず応益割で保険料を納めていただきます．

そして・別途前住所の市区町村に照会し、その回答によって転入地

の応能割が算出されますから、このような場合には、あとで増額の

更正通知をします。

　　保険給付費は17億4356万円～56年度国保決算～
　昭和56年度国保特別会計の決算をお知らせします．

　収入では・国からの補助金が全体の60．1％（10億9，703万6千円、1人当たり50，445円）

で前年度より4，058万4千円の増、皆さんから納めていただいた保険料が34．3％（6億2，609

万8千円・1人当たり28，790円）で前年度より9，613万4千円の増となりました。

　支出では・病院等に支払った保険給付費が全体の95．6％（17億4，356万6千円、1人当た

り80，175円）で、前年度より1億4，294万3千円の増となりました。

　繰越金
4843万4干円

　（2．7％）

その他

5281万1干・円

（2．9％）

　
万

入
3
7
円

　
2
4
干

収
億
9

　
1
8

　国庫支出金
10億9703万6干円

　（60．1％）

保険料

6億2609万
　8干円
（34．3％）

総務費

5610万円

　（3．1％）

その他

2471万3干円

（1．3％）

支　出

18億2437万

　9干円

保険給付費
17億4356万6干円

　（95．6％）

虫歯のないよい子
　　　　　　　　（8・9月分）

住　　所 氏　　名 保護者

幸　　　町 樋口　陽介 進

千歳町1 樋口　康子 正　雄

妻有町東1 田村佳奈子 千鶴子

東枯木又 山田　佑介 広　美
まさつぐ

大黒沢東 村山　征亜 重　行

谷内丑2 徳永　真二 次　郎

田　　　麦 福崎　里美 正

かずとし

山本町5 大津　和勇 徳　一

妻有町西1 石田　和仁 松　男

四日町2 山本佐知子 正

本　町　5 小酒井　仁 範　弘

高田町3東 福崎奈緒子 三　夫

一「
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鱒軽アイバンク運動推進・特別チャリティ10月はスポーツ月間

懇ポーツ媛％o10月の行事予定

駅伝競争　小1驚崩9日出於繍育館
　　　　　　　　　　　　　　　　●チャリティ・バザー●
バスケットボール大会　　　　○○○　　　　　（1時より　体育館左側駐車場）

　　　　　　　　　　　　　　　　●エレクトーン演奏会●
軟式庭球大会　　　　　　　　○○0　　　　　12時30分開場・1時30分～5時

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　■入場整理券500円・当日800円■

　主催　十日町ライオンスクラブ・十日町市社会福祉事務所

　協賛　十日町市社会福祉協議会・新潟眼球銀行
　後援　十日町市教育委員会・郡市曹洞宗青年僧侶の会

　　　　日本の心を歌う会・十日町市民合唱団
　　　　読売光と愛の事業団・新潟日報社
　　　　十日町新聞社・十日町タイムス社・週報とおかまち

十日町ライオンズクラブ

島根国体（・％一7）に6選手が出場

　　　　　　　　　　市民みんなで暖かい声援を！グ

〈相撲〉　　　　　　　　　　　　〈軟式庭球〉

●野本修さん36歳　　　　　　　　●大熊美千子さん21歳

（本町6、十日町高校教諭）　　　（中条上原、給食センター）

〈空手〉　　　　　　　　　　　●柳智子さん21歳

●西野幸雄さん50歳　　　　　　　（高島、桐屋織物）

（田川町3、西野経理事務　　　●柳美千代さん

　所）　　　　　　　　　　　　　（六箇中村、吉沢織物〉

●池田絹子さん18歳

（若宮町、十高3年）

日（曜 大会・行事 会　場 主　催 留苗スポ’ツ簿／ムv

参加申込み締切目9月30日休）

教育委員会体育課へ（電話申込不可）

7困 郡市中学校新人大会 郡市内 中体連

1（畑）

市民スポーッ大会 市内各地 教　委

体　育　祭 市民体育館 体育協会
大　　　　会

参加対象

夜6二〇〇～　　体育協会表彰
小 中 高 婦 一

般

駅伝競争 O ○ ○ ○

24（日）

バレーボール
2市3郡婦人9人制大会

市民体育館 排球協会

妻有街道歩け歩け大会 六箇地内
六箇地区
体協

バスケットボール大会 ○ ○ ○

2市3郡軟式庭球選手権 庭球協会 軟式庭球大会 ○ ○ ○

第23回郡市柔道大会 武道館 柔道協会 硬式庭球木会 O ○ ○

31（日）

空手昇級審査 武道館 空手協会
卓球大会 ○ ○ ○ ○

ナイター終了
市営グラウンド
市営テニスコート 〔野球〕少年大会

チャンピオン大会
○ ○

4～7 第37回秋季国体 島根県
第18回
市民体操競技大会

○ ○ △ ○

（
未
定
）

郡市剣道大会 剣道協会

2市3郡剣道大会 武道館 剣道協会 バドミントン大会 O ○ ○

サイクリング
　　紅葉を求めて走る’ 県内各名所

サイクリ
ング協会
第2回
パパ、・ママバレーボール O ○

夜問行軍 山岳協会 第2回
市民柔道選手権大会

○ ○ ○

体力づくり1・・蒔動実施中！ 少年剣道大会 O ○

　10月から皆さんのr体力つくりカードjを回

収させていただきます．体育課・市民体育館も

しくはお近くの公民館へお届けください。

新人相撲大会 ○ ○

空手合同練習会 ○ ○ ○ ○

体力づくり1・・蒔動実施中！

10月から皆さんのr体力つくりカードjを回

収させていただきます．体育課・市民体育館も

しくはお近くの公民館へお届けください。

　
塩
之
又
森
林
公
園
で

　
　
“
宝
さ
が
し
”

　
塩
之
又
森
林
公
園
管
理
組
合
で
は

市
観
光
協
会
の
協
賛
を
得
て
十
月
十

日
に
“
宝
さ
が
し
”
を
行
い
ま
す
。

　
秋
空
の
下
、
体
力
の
増
進
を
か
ね

て
宝
の
山
を
さ
が
す
の
は
い
か
が
？

　
当
日
は
参
加
者
全
員
に
キ
ノ
コ
汁

を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
日
㈲
（
雨
天
の
場
合

は
十
一
日
、
十
一
日
雨
天
は
十
七
日
）
。

会
場
　
塩
之
又
森
林
運
動
公
園
ト
リ

ム
コ
ー
ス
内

景
品
　
塩
之
又
温
泉
入
湯
券
な
ど
三

百
点
。

※
参
加
者
は
ト
リ
ム
コ
ー
ス
の
使
用

料
（
大
人
五
百
円
、
小
人
三
百
円
、

幼
児
百
五
十
円
、
二
十
人
以
上
の
団

体
は
一
人
五
十
円
の
割
引
）
が
必
要
。

海
上
保
安
獣
巌

　
　
　
　
学
生
募
集

　
人
事
院
、
海
上
保
安
庁
で
は
、
次

の
要
項
に
よ
り
昭
和
五
十
七
年
度
の

海
上
保
安
学
校
・
大
学
校
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
九
月
十
六
日
～
二
十

九
日
（
消
印
有
効
）

■
採
用
予
定
数
　
大
学
校
学
生
約
五

十
名
、
学
校
学
生
（
水
路
、
燈
台
・

通
信
・
航
海
・
機
関
・
主
計
・
約
百

四
十
五
名
）

■
受
験
資
格
　
昭
和
三
十
四
年
四
月

二
日
（
大
学
校
は
昭
和
三
十
七
年
四

月
二
日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
次

の
ど
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
人
。

O
高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
来
春
卒
業

見
込
み
の
人
　
口
高
等
専
問
学
校
の

第
三
学
年
を
修
了
し
た
人
ま
た
は
来
春

修
了
見
込
み
の
人
　
国
大
学
入
学
資

格
検
定
に
合
格
し
た
人
等
人
事
院
が

H
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た

人
。※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
九
管
区
海

上
保
安
本
部
（
〒
九
五
〇
新
潟
市
万

代
二
－
二
－
一
　
盈
〇
二
五
二
－
四

四
－
四
一
五
一
番
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

十日町の

人に

．中条峠なりました

埜沓擁論市から一　〔28〕

、
★
山
形
県
は
庄
内
平
野
の
穀
倉
地
帯
、

鶴
岡
市
か
ら
市
内
中
条
峠
の
梧
沢
政

二
さ
ん
（
織
物
会
社
勤
務
）
の
と
こ

ろ
に
嫁
い
で
来
た
和
子
さ
ん
（
三
十

歳
）
。
現
在
は
、
自
宅
で
”
手
し
ぼ

り
”
の
仕
事
を
し
て
い
る
三
児
の
母

親
で
す
。

★
こ
の
お
二
人
は
、
あ
る
き
っ
か
け

で
文
通
を
始
め
（
十
数
回
文
通
し
た

そ
う
で
す
）
、
対
面
し
て
二
回
目
で

結
婚
を
決
め
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の

文
章
の
熱
さ
が
想
像
で
き
ま
す
。
和

子
さ
ん
の
結
婚
前
の
職
業
は
バ
ス
ガ

イ
ド
さ
ん
。
「
新
潟
県
で
は
、
佐
渡
、

新
潟
市
、
弥
彦
く
ら
い
し
か
知
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
ん
な
に
雪
の

多
い
と
こ
ろ
に
よ
く
来
た
も
の
と
自

分
で
も
感
心
し
て
い
ま
す
」

★
最
近
峠
地
区
で
は
若
妻
会
（
名
称

は
若
芽
会
）
を
結
成
。
活
動
計
画
を

検
討
中
だ
そ
う
で
す
。
　
「
今
が
一
番

楽
し
く
平
和
な
と
き
」
と
し
み
じ
み

話
す
和
子
さ
ん
。
結
婚
当
時
（
昭
和

四
十
八
年
）
を
思
い
出
し
て
「
知
っ

て
い
る
人
も
い
な
い
、
方
言
に
は
戸

惑
い
、
雪
に
は
恐
し
さ
を
感
じ
る
」

な
ど
大
変
な
こ
と
ば
っ
か
り
だ
っ
た

と
か
。

★
夫
の
政
二
さ
ん
と
共
通
し
て
い
る

趣
味
は
”
読
書
”
。
と
に
か
く
お
二

人
と
も
本
を
読
む
こ
と
は
大
好
き
だ

そ
う
で
す
。
タ
イ
。
ヒ
ス
ト
の
資
格
な

ど
も
持
っ
て
い
る
和
子
さ
ん
。
近
く

の
人
が
「
明
る
く
、
爽
や
か
で
器
用

な
人
」
と
評
す
る
の
も
頷
け
る
十
日

町
の
人
で
す
。
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全
国
防
犯
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
　
　
ー
み
ん
な
で
運
動
を
も
り
あ
げ
よ
う
〃
“
ー

　
警
察
、
関
係
機
関
、
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
全
国
一
斉
に
防
犯
運

動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
防
犯

意
識
の
高
揚
な
ど
を
推
進
し
安
全
で
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
建
設
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
　
“
昭
和
五
十
七
年
全

国
防
犯
運
動
”
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
各
地
域
で
、
家
庭
で
、
こ
の
運
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
準
備
期
間

　
　
九
月
十
一
日
～
十
月
十
日

　
運
動
期
間

　
　
十
月
十
一
日
～
十
月
二
十
日

〈
運
動
の
重
点
〉

　
●
侵
入
盗
の
防
止
…
…
カ
ギ
か
け

は
、
家
庭
み
ん
な
の
　
合
言
葉

　
●
少
年
非
行
の
防
止
…
…
話
じ
合

う
　
家
庭
に
育
つ
　
明
る
い
子

〈
期
間
中
の
主
な
活
動
〉
　
各
地
域

ご
と
に
防
犯
パ
レ
ー
ド
、
防
犯
大
会
、

防
犯
訓
練
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
●
住
宅
の
防
犯
診
断
（
十
月
十
丁

十
二
日
）
●
金
融
機
関
の
防
犯
診
断

（
十
月
十
三
・
十
四
日
）
●
少
年
を
と

り
ま
く
有
害
環
境
の
点
検
（
十
月
十

五
日
）
●
少
年
補
導
の
日
（
十
月
十

六
日
）
●
家
庭
防
犯
の
日
（
十
月
十

七
日
）
●
乗
物
盗
の
防
犯
指
導
（
十

月
十
八
日
）
●
会
社
、
事
務
所
の
防

犯
診
断
（
十
月
十
九
日
）
●
防
犯
環

境
の
点
検
（
十
月
二
十
日
）

昭
和
57
年
度
技
能
検
定
と
技
能
五
輪
地
方
大
会

　
新
潟
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

県
の
委
任
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
七

年
度
後
期
技
能
検
定
と
技
能
五
輪
地

方
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
技
能
検
定
は
、
職
種
ご
と
に
一
級

と
二
級
と
単
一
等
級
に
わ
か
れ
実
技

試
験
と
学
科
試
験
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
実
技
試
験
と
あ
わ
せ
て
、
県

技
能
競
技
大
会
と
技
能
五
輪
地
方
大

会
を
行
い
、
そ
の
優
勝
者
は
県
代
表

と
し
て
全
国
大
会
出
場
の
推
せ
ん
が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〈
技
能
検
定
申
込
み
要
項
〉

◆
受
検
申
請
受
付
…
十
月
八
日
囲
～

十
月
二
十
日
困
ま
で

●
申
込
先
…
新
潟
県
職
業
能
力
開
発

協
会
〔
〒
九
五
一
新
潟
市
川
岸
町
一

－
四
八
－
八
ま
る
え
ビ
ル
三
階
）
に

申
請
書
を
提
出
（
郵
送
可
）
〕

●
申
請
書
…
十
日
町
高
等
職
業
訓
練

校
（
本
町
六
、
盈
二
ー
三
八
〇
三
番
）

に
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他
…
検
定
種
目
、
手
数
料
そ

市展にどうぞ！／

　　　　一作品募集中一・
日会　期　10月9日㈹

　　　　　午前9時～午後8時
　　　　10月10日（日1　〃
　　　　10月11日（月〉

　　　　　午前9時～午後4時
　　　　　　　　　　　　ゆ　※10月2臼午前9時　開場のための
　テープカットがあります。おいで
　ください。
薗会　場　十臼町市公民館

　　　　　　　　（市民会館）
鯛作　晶　第1部／日本画

　　　　第2部／洋画
　　　　第3部／新しい美術
　　　　第4部／彫塑
　　　　第5部／工芸
　　　　第6部／書道
　　　　第7部／写真
園出晶料　一般1点700円
　　　　高校生以下500円
薗搬　入　10月1臼囲

　　　　午前9時～午後8時半
薗その他　詳細は市公民館市展係

　　　　　（盈7－5011番）へ。

の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
十
日
町
高
等

職
業
訓
練
校
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。博
物
灘
糞
料

井
口
　
辰
雄

福
崎
　
勝
夫

松
岡
康
三
郎

湯
沢
　
喜
一

水
沢
中
学
校

豊
栄
市
博
物
館

新
潟
図
書
館

川
西
町
公
民
館

（
細
尾
）

（
田
麦
）

（
高
田
町
三
）

（
本
町
東
一
）

福
井
県
今
立
町
役
場

大
久
保
　
健
　
　
（
新
座
四
）

小
川
　
秀
政
　
　
（
高
田
町
四
）

田
中
　
昭
治
　
　
（
稲
荷
町
四
）

国
学
院
大
学
博
物
館
学
研
究
室

新
潟
産
業
考
古
学
会

大
海
　
勝
治
　
　
（
ニ
ツ
屋
）

西
野
十
三
夫
　
　
（
島
）

渡
辺
　
正
範
　
　
（
川
西
町
）

越
村
佐
一
郎
　
　
（
新
座
三
）

新
潟
県
美
術
博
物
館

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

池
田
　
　
清
　
　
（
焼
野
）

高
橋
　
久
蔵
　
　
（
川
西
町
）

宮
本
馨
太
郎
記
念
財
団

佐
藤
　
文
男
　
　
（
山
本
）

松
代
町
公
民
館

小
千
谷
市
教
育
委
員
会

木
村
　
鬼
重
　
　
（
谷
内
丑
】
）

田
村
　
康
栄
　
　
（
中
条
中
町
）

野
上
　
　
実
　
　
（
高
島
）

平
塚
市
博
物
館

金
沢
　
静
雄
　
　
（
新
宮
）

川
口
町
教
育
委
員
会

糸
魚
川
市
教
育
委
員
会

滝
沢
　
秀
一
　
（
津
南
町
）

長
野
市
教
育
委
員
会

卜可　羊卯　岡　伊＋　β可

部田藤部
粂一啓国
吉徳三巌治

（
若
宮
町
）

（
川
治
下
町
）

（
中
条
中
町
）

（
高
島
）

（
中
条
上
町
）

府
中
市
教
育
委
員
会

池
田
　
　
猛

松
下
亀
太
郎

小
林
　
勝
平

根
津
　
喜
市

野
上
　
豊
司

（
稲
荷
町
西
）

（
姿
）

（
姿
）

（
江
道
）

（
高
島
）

　
　
　
〈
敬
称
略
〉

”
訓
練
生
〃
を
募
集
し
ま
す
。
県
立
〈
鮒
日
爾
〉
高
等
職
業
訓
練
校

■
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校
■

〈
受
付
期
間
〉
　
九
月
一
日
～
十
月

二
十
八
日

〈
応
募
資
格
〉
　
高
校
卒
業
者
（
来

春
卒
業
見
込
者
含
）
ま
た
は
こ
れ
と

同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
。

〈
応
募
方
法
〉
　
入
校
願
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
公
共
職
業
安
定
所
に

提
出
す
る
。

〈
募
集
訓
練
科
〉
　
工
芸
織
物
科
、

染
色
工
芸
科
、
デ
ザ
イ
ン
科

〈
入
校
選
考
〉
　
十
月
二
十
九
日
囲

午
後
一
時
か
ら
同
校
に
て
．

■
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
■

〈
募
集
訓
練
科
と
受
付
期
間
〉
　
測

量
科
、
電
気
施
設
科
…
九
月
一
日
～

十
月
二
十
日
ま
で
。
建
築
科
、
左
官

科
－
十
一
月
一
日
～
十
五
日
ま
で
。
　
　
左
官
科
…
十
一
月
二
十
六
日
囲

〈
応
募
資
格
〉
　
測
量
科
、
電
気
施

設
科
－
概
ね
三
十
歳
ま
で
の
高
卒
者
．
　
※
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は
、
各
訓
練

建
築
科
、
左
官
科
…
中
学
校
又
は
高
　
　
校
（
十
日
町
…
E
七
－
一
一
〇
五
番

校
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
含
）
　
　
魚
沼
…
E
O
二
五
七
九
四
－
二
四
一

〈
入
校
選
考
〉
　
測
量
科
、
電
気
施
　
　
○
番
）

設
科
…
十
月
二
十
九
日
囲
建
築
科
・

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
9
月
17
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格
．

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

洗
濯
用
乾
燥
器

中
　
　
古

相
談
で

オ
　
　
ル
　
ガ
　
　
ン

中
　
　
古

五
千
円

～
一
万
円

ホ
ン
ダ
　
　
　
一

ス
ー
パ
ー
カ
ブ

〃

〃

ヒ
　
　
　
ア
　
　
　
ノ

〃

相
談
で

ア
　
ン
　
マ
　
器

〃

五
万
五
千
円

二
段
ベ
　
ッ
ト

〃

〃

ス
　
チ
　
ー
　
　
マ

〃

五
千
円

英
文
タ
イ
ブ

〃

〃

ホ
ン
ダ
シ
ビ
ッ
ク
・

〃

四
万
円

琴

〃

〃

編
　
　
　
　
機

新
　
品

三
万
円

自
　
　
　
転
　
　
　
車

（
四
年
女
子
）

〃

五
千
円

「一丁旧
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

★
該
当
者
　
満
三
歳
か
ら
十
五
歳
ま

で
の
人
。
★
接
種
方
法
　
一
週
間
か

ら
四
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮

下
接
種
。
★
料
金
　
満
三
歳
か
ら
小

学
校
入
学
前
の
人
一
回
百
円
（
当
目
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
）

★
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

●
生
ワ
ク
投
与
、
麻
し
ん
接
種
を
受

け
た
後
、
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な

い
人
．
●
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著

し
い
人
。
●
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

者
。
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人
。

地
区
名

実
施
月
　
目

受
付
時
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

飛
一
小
学
校
区

10

月
6
日

（
水
）

10

月
21
目

（
木
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
10
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
30
分
～
2
時
40
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

毯
2
時
50
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

馬
場
小
学
校
区

10

月
14
H
［

（
木
）

10

月
28
目

（
木
）

午
後
1
時
50
分
～
2
時
10
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

珠
田
分
校

鐙
島
小
学
校
区

10

月
15
日

（
金
）

10

月
29
目

（
金
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
20
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分
～
3
時

真
田
小
学
校

十
目
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

10

月
19
日

（
火
）

11

月
2
日

（
火
）

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

川
　
治
　
地
　
区

（
川
治
川
よ
り
北
側
）

10

月
20
日

（
水
）

n
月
5
目

（
金
）

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
ダ
ー

吉
田
小
学
校
区

0
｛
」
－
・
｛
マ

ー
［
ズ
ワ
一
［
「

（
木
）

n
月
4
日

（
木
V

午
後
2
時
　
　
～
2
時
20
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分
～
3
時

名
ヶ
山
保
育
園

六
箇
小
学
校
区

0
｛
」
ワ
一
｛
・

ー
ノ
9
一
i

（
金
）

n
月
5
H

（
金
）

斤
後
1
時
4
0
分
～
1
時
50
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
10
分
～
2
時
20
分

野
中
小
学
校

下
条
小
学
校
区

O
j
6
｛
・

ー
ナ
ワ
一
ー
「

（
火
）

11

月
9
日

（
火
）

午
後
1
時
30
分
～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
30
分
～
2
時
40
分

東
下
組
小
学
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

11

月
n
日

（
木
）

n
月
25
日

（
木
）

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

中
条
小
学
校
区

H
月
16
日

（
火
）

n
月
30
日

（
火
）

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

中
条
公
民
館

水
沢
小
学
校
区

－
｛
コ
8
1

ー
ナ
ー
【
卜

（
木
）

12

月
2
日

（
木
）

午
後
1
時
50
分
～
2
時
20
分

水
沢
出
張
所

東
小
学
校
区

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

東
小
学
校

川
　
治
　
地
　
区

（
川
治
川
よ
り
南
側
）

n
月
19
日

（
金
）

12

月
3
日

（
金
）

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

★
注
意
事
項

●
投
与
、
接
種
前
は
健
康
管
理
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
当
日
は
、
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。

●
現
在
、
風
邪
等
で
病
院
に
通
院
し

て
い
る
人
は
、
主
治
医
と
相
談
の
う

え
投
与
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
保
育
所
・
幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
て
い
る
方
は
、
後
目
保
育
所
．
幼
稚
園

　
よ
り
配
布
さ
れ
る
目
程
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
母
子
健
康
手
帳
、
印
か
ん
を
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
診
票
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ

て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
．
　
（
保
護
者

で
な
い
人
が
同
伴
す
る
時
は
、
前
も

っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
用
意
し

ま
す
の
で
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。
）

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

…
麺
周
の
体
臼
救
急
医
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
一
3
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
盈
5
の
2
0
0
3
番
’

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い

一
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

一
　
　
　
　
　
密
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

…
10
日
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）
…

一
（
体
育
の
日
）
　
B
O
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

い
一
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

一
　
　
　
　
奮
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
一
11
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
二
）

一
　
　
　
　
E
8
の
2
0
3
9
番

…
17
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

一
　
　
　
　
盈
2
の
3
2
7
6
番

い
…
24
日
　
池
田
医
院
（
本
町
璽
）
　
…

一
　
　
　
　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番
皿

…
31
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
　
…

　
　
　
　
　
E
2
の
2
1
7
4
番
…

献血車日程
　10月7日（木）吉沢織物

　10月8日（金）睦織物
　10月18日（月）立正佼正会

　　　　　　　　宇都宮分教場

時間はいずれも午前10時～午後3時

一明日といわず今献血しましょう一

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
四
日
㈲
　
正
午
か
ら
午
後

四
時
ま
で
、
山
本
町
一
、
二
丁
目
、

妻
有
町
東
一
、
川
治
中
町
、
内
後
の

各
一
部
、
川
治
下
町
第
一
、
第
二
、

第
三
の
全
部
。

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
日
程

★
該
当
者
　
　
一
回
目
…
昭
和
五
十
七

年
一
月
一
日
～
六
月
三
十
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。

』
一
回
目
…
五
十
六
年
七
月
一
日
～
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

三
回
目
…
そ
の
ほ
か
四
歳
ま
で
の
人

で
一
度
も
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受

け
て
い
な
い
人
と
一
回
し
か
受
け
て

い
な
い
人
。

★
投
与
方
法
　
生
後
三
ヵ
月
か
ら
四

十
八
カ
月
の
間
に
六
週
間
以
上
の
間

隔
で
二
回
投
与
。

★
料
金
　
無
料

★
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人

●
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
。

下
痢
を
し
て
い
る
人
。
●
医
師
が

不
適
と
認
め
た
人
。
●
麻
し
ん
（
は

し
か
）
の
予
防
接
種
を
申
し
込
み

さ
れ
た
人
は
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
検
診

10

月
6
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

54

年
4
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
健
　
診

10

月
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

56

年
4
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

10

月
13
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
－
時
30
分

57
年
6
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

10

月
18
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

56
年
12
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
｛
織
勤
親
篶
驚
鮪
甥
傭
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

犬
の
登
録
と
第
二
回
狂
犬
病

　
　
景
防
注
尉
に
つ
い
て
「

　
今
年
度
二
回
目
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
が
十
月
十
九
日
～
二

十
二
日
の
間
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
十
月
十
日
付
の
市
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
市
民
生
活
課
環

境
係
（
猛
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

二
五
）
へ
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
日
程

地
　
　
区
　
　
名

十
日
町
地
区

新
座
・
大
井
田
地
区

六川中

箇治条

地地地

区区区

水下吉

沢条田

地地地

区区区

ナj

口

10

月
5
日
図

10

月
7
日
困

10

月
12
日
図

受
付
時
間

～午
午後
後1
2時
時50
30分
分

実
施
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

期
　
日

検
診
時
間

会
場
名

対
　
象
　
地
　
区

10

月
12
日
閃

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

中
条
公
民
館

　
大
井
田
分
館

三
和
町
、
四
日
町
新
田
1
、
2
、
3

午
後
1
時

～
午
後
3
時

四
日
町
新
田
4
、
四
目
町
2
、
3

10

月
13
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
H
時
30
分

四
日
町
1
、
4

午
後
1
時

～
午
後
3
時

南
新
田
町
1
、
2
、
3
、
尾
崎
、

五
軒
新
田

m
月
14
目
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

保
健
セ
ン
タ

上
川
町
、
田
川
町
1
、
2
、
3

午
後
1
時

～
午
後
3
時

島
、
川
治
上
町
、
川
治
中
町
、
川

治
内
後

10

月
15
0
囲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

川
治
下
町
囹
、
妻
有
町
囹
、
谷
内

丑
園

午
後
1
時

～
午
後
3
時

北
新
田
園
、
城
之
古
東

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い

　
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
．

※
三
十
五
歳
以
上
の
方
は
血
圧
測
定
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
問
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
春
に
配
布
し
た
年
間
計
画
表
と
日
程
が
ち
が
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。




